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高レベル 
放射性廃棄物 
処分施設 

天然バリア 

オーバーパック 
（炭素鋼製：厚さ19㎝程度） 

ガラス固化体 
(直径43cm)

ガラス 

キャニスタ 
（ステンレス） 

天然バリア 

岩
盤
 

人工バリア 

緩衝剤 
（ベントナイトなど） 

地
下
3
0
0
メ
ー
ト
ル
以
深
 

高
さ
1.3
m

表紙写真 

「金華山」 
（岐阜県岐阜市） 

岐阜市の中央に位置する金華山。かつ

ては稲葉山とも呼ばれ、標高329mの山

頂には、信長が天下統一の拠点とした

岐阜城がそびえたっています。天守閣

からは、中央アルプスや伊勢湾など、360

度の雄大なパノラマを眺望できます。豊

かな自然が今なお残り、冬は幻想的な

雪景色も見られます。（写真提供：岐阜市） 

 

 

今号の「未来へ げんき」では、岐阜県

瑞浪市にある瑞浪超深地層研究所を

掲載しています。「ふるさとげんき」のコ

ーナーにも岐阜県出身のアーティスト 

日比野克彦さんにご登場いただきました。 

放射線を使って物質をみる 
「ＰＩＸＥ分析法」を応用し、 
環境の状態を精密に測定 
 

サイエンスノート 
 

世界をリードする最先端技術開発の場で、 
女性研究者たちの今 

理事長・研究者対談 

「原子力機構の動き」 
［ I n f o r m a t i o n］ 
 

綴じ込み読者アンケートハガキ 

本誌は再生紙を使用しています。 

PLAZA

機器異常判定の特許を応用し、 
冬季の路面状況を 
自動判断するセンサーを開発 

特許ストーリー④ 

岐阜県岐阜市 
アーティスト 

日比野克彦さん 
アートを忘れた大人たちに、物を作る面白さを伝えていきたい 

ふるさと・げんき 

瑞浪超深地層研究所では 
地層処分の技術基盤を構築するため 
深地層の科学的研究を進めています 
 

わたしたちの研究④ 

高レベル放射性廃棄物の地層処分の 
安全確保と信頼を支えるため、 
知識管理システムを開発します 

特集 
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地
層
処
分
技
術
の
研
究
開
発
の
進
展
で
 

地
層
処
分
事
業
が
ス
タ
ー
ト
 

　
原
子
炉
で
発
電
し
た
後
、
取
り
出
さ
れ

た
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
し
た
と
き
に
発

生
す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
を
地
層

処
分
す
る
た
め
に
、
原
子
力
機
構
で
研
究

が
始
ま
っ
た
の
は
1
9
7
6
年
。 

　
地
層
処
分
と
は
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物（
ガ
ラ
ス
固
化
体
）
を
金
属
製
の
容
器（
オ

ー
バ
ー
パ
ッ
ク
）に
入
れ
、
さ
ら
に
粘
土（
緩

衝
材
）で
周
囲
を
覆
っ
た
も
の
を
長
期
に

渡
り
安
定
な
地
層（
地
下
3
0
0
メ
ー
ト
ル

以
深
）
に
処
分
し
、
多
重
の
防
護
機
能
（
バ

リ
ア
）
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間

と
そ
の
生
活
環
境
へ
有
害
な
影
響
が
及
ば

な
い
よ
う
に
す
る
方
法
で
す
。 

　
地
層
処
分
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

地
層
処
分
技
術
の
研
究
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
原
子
力
機
構
で
は
、
地
層
処
分
技

術
の
研
究
を
大
き
く
2
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。 

　
1
つ
は
火
山
や
地
震
が
多
い
我
が
国
で
、

そ
れ
ら
が
地
層
処
分
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
を
確
認
し
た
り
、
地
下
深
く
の
環
境

（
地
下
水
の
流
れ
や
地
下
水
の
化
学
的
性
質

な
ど
）を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
研
究
す

る
「
深
地
層
の
科
学
的
研
究
」、
も
う
1
つ

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
は
、
原
子
力
を
利
用
し
て
い
る
我
々
の
大
き
な

課
題
と
い
え
ま
す
。
そ
こ
で
数
万
年
に
わ
た
っ
て
人
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、
実
現
が
可

能
で
最
適
な
方
法
と
し
て
世
界
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
の
が
地
層
処
分
。
日

本
で
も
現
在
、
1
0
0
年
に
も
お
よ
ぶ
地
層
処
分
事
業
が
原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
に
よ
り
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
原
子
力
機
構
で
は
安
全
確
保
と
長

期
的
事
業
の
信
頼
を
支
え
る
た
め
、
着
実
に
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
次
世
代

へ
も
継
承
で
き
る
よ
う
知
識
ベ
ー
ス
と
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
 

地層処分の概念 
地下深くの安定した地層(天然バリア）に、複数の人工障壁(人工バリア)を組み合わせることにより、 

●地下水を放射性物質に触れにくくし、 
●触れても溶け出しにくくし、 
●溶けたとしてもその場所から動きにくくし、 
●動いたとしても人間の生活環境に至るまで時間がかかるようにし、 

その間に、放射性物質が希釈･分散され、放射能が減衰することにより、 
人間の生活環境への影響を十分小さくしようとするシステム。 

●長期間の地層の安定性に関する研究の結果、少なくとも将来の十万年程度の期間であれば、
　地質学的に安定な地域を選ぶことは可能。 
●断層や火山は過去数十万年にわたってその活動範囲は限定的。これらの変動や隆起、沈降、
　侵食等の規模を予測することにより、処分場の設置場所等を決めることができる。 
●非常に長い間に、放射性元素が容器から漏れ出したとしても、多重バリアの機能により、生態圏
　に到達する放射性物質は自然放射線レベルを下回ると評価されている。 

特 集 

多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
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多
岐
に
渡
る
研
究
開
発
を
役
立
て
て
 

処
分
事
業
と
安
全
規
制
を
支
え
ま
す
 

地
層
処
分
技
術
の
研
究
開
発
に
よ
っ
て
、
 

安
全
確
保
に
関
わ
る
技
術
を
培
う
 

　
地
層
処
分
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
ど
う
い

う
場
所
が
長
期
的
に
安
定
で
地
層
処
分
に

適
切
か
、
ま
た
そ
の
場
所
に
構
築
し
た
多

重
の
バ
リ
ア
が
遠
い
将
来
に
渡
っ
て
安
全
に

働
く
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
こ
う
し
た
安
全
対
策
が
超
長
期

に
わ
た
っ
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
予
測
し

評
価
す
る
技
術
が
必
要
で
す
。 

　
第
2
次
取
り
ま
と
め
報
告
書
で
は
、
日

本
全
体
を
対
象
と
し
て
広
く
地
下
深
く
の

環
境
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
知
見
を
分
析
し
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
安

全
評
価
を
行
い
、
日
本
で
地
層
処
分
が
技

術
的
に
可
能
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
達
し

ま
し
た
。 

　
し
か
し
地
層
処
分
計
画
は
、
適
切
な
場

所
を
選
ん
で
、
施
設
を
建
設
し
、
安
全
対
策

を
施
し
て
ガ
ラ
ス
固
化
体
を
処
分
し
た
後
、

最
終
的
に
施
設
を
閉
鎖
す
る
ま
で
今
後

1
0
0
年
か
け
て
進
め
る
長
期
的
事
業
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
も
、
科
学
技
術
は

進
歩
し
ま
す
。
地
層
処
分
は
、
遠
い
将
来
に

わ
た
る
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
全
性
を
確

保
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
が
十
分
か
ど
う
か
、
常
に
最
新
の

科
学
技
術
的
知
見
を
用
い
て
確
認
し
、
技

術
と
し
て
の
信
頼
性
を
高
め
、
社
会
的
な

理
解
も
求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
地
層
処
分
の
安
全
性
を
証
明
す
る
た
め

に
は
、
多
岐
に
渡
っ
た
知
識
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
た
と
え
ば
長
期
間
に
わ
た
っ
て
安
定

し
た
地
層
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め

に
は
、
火
山
や
断
層
が
ど
の
よ
う
に
地
層
処

分
に
影
響
す
る
の
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
処
分
施
設
を
設
計
し
、

そ
の
安
全
機
能
が
長
期
的
に
働
く
こ
と
の

確
認
も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
作
業
に
は
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
が
活
用
さ
れ
ま
す
。 

は
地
層
処
分
の
安
全
性
を
評
価
す
る
方
法

や
処
分
施
設
を
作
り
、
運
用
す
る
技
術
を

研
究
す
る
「
地
層
処
分
研
究
開
発
」
で
す
。 

　
原
子
力
機
構
は
長
年
の
研
究
を
経
て

1
9
9
9
年
に
、
日
本
で
の
地
層
処
分
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
科
学
的
根
拠
を
取
り
ま

と
め
、
国
に
報
告
書（
第
2
次
取
り
ま
と
め

報
告
書
）
を
提
出
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
技

術
的
な
裏
づ
け
と
し
て
、
2
0
0
0
年
に
特

定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す

る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
同
年
10
月
に
は
処

分
事
業
を
進
め
る
実
施
主
体
と
し
て
「
原

子
力
発
電
環
境
整
備
機
構（
N
U
M
O
）」

（
※
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

日
本
で
地
層
処
分
事
業
が
開
始
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

　
N
U
M
O
が
推
進
す
る
地
層
処
分
事
業

に
関
し
、
原
子
力
機
構
は
今
後
も
継
続
的

に
そ
の
技
術
基
盤
と
す
る
必
要
な
情
報
を

提
供
し
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
処
分
事
業
を
進
め
る
一
方
で
、
安
全
規
制

も
重
要
な
課
題
で
す
。
N
U
M
O
が
事
業
に

使
お
う
と
し
て
い
る
技
術
が
安
全
で
適
切
な

も
の
か
ど
う
か
判
断
す
る
広
範
な
知
識
は
、

原
子
力
安
全
委
員
会
や
原
子
力
安
全
・
保

安
院
な
ど
安
全
規
制
関
連
機
関
に
も
必

要
で
す
。
原
子
力
機
構
で
は
、
安
全
規
制
を

支
え
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る

と
い
う
役
割
も
同
時
に
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
期
待
を
担
っ
て
、
超
深
地
層
研

究
所
（
岐
阜
県
瑞
浪
市
）、
深
地
層
研
究

所
（
北
海
道
幌
延
町
）、
さ
ら
に
地
層
処
分

放
射
化
学
研
究
施
設
や
地
層
処
分
基
盤

研
究
施
設
（
茨
城
県
東
海
村
）
に
お
い
て
、

研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

2
0
1
0
年
頃
の
試
運
用
を
目
指
し
、
 

地
層
処
分
技
術
の
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
 

1
0
0
年
に
わ
た
る
処
分
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
 

知
識
ベ
ー
ス
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
 

　
と
こ
ろ
が
、
30
年
間
の
研
究
で
蓄
積
し
た

情
報
や
知
識
の
量
、
種
類
は
膨
大
で
す
。
こ

れ
は
、
個
々
の
専
門
家
が
扱
う
こ
と
の
で
き

る
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
お
り
、
今
後

も
増
え
続
け
て
い
き
ま
す
。こ
う
し
た
膨
大

な
情
報
、
知
識
を
、
事
業
展
開
し
て
い
く

N
U
M
O
や
安
全
規
制
関
連
機
関
が
、
い

か
に
円
滑
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
活
用
し

て
い
け
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。 

　
そ
こ
で
N
U
M
O
や
安
全
規
制
関
連
機

関
が
地
層
処
分
計
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー

ン
で
生
か
せ
る
よ
う
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ケ
ー
ス
と

称
せ
ら
れ
る
安
全
評
価
書
の
作
成
を
行
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
情
報
や
知
識
を
体
系

的
に
整
理（
知
識
の
構
造
化
）
し
、
知
識
ベ

ー
ス
と
し
て
開
発
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

　
関
連
す
る
知
識
は
、
生
の
デ
ー
タ
や
報
告

書
の
よ
う
な
文
書
、
計
算
コ
ー
ド
の
よ
う
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
ほ
か
、
専
門
家
が
あ
る
問
題

を
考
え
る
際
の
推
論
の
方
法
な
ど
の
形
で
、

N
U
M
O
や
規
制
機
関
が
い
つ
で
も
使
え

る
よ
う
に
、
知
識
ベ
ー
ス
に
取
り
込
み
ま
す
。 

　
知
識
の
中
に
は
、
研
究
者
独
自
の
微
妙

な
さ
じ
加
減
と
い
っ
た
経
験
に
基
づ
く

「
匠
の
技
」
を
要
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

1
0
0
年
以
上
に
わ
た
る
事
業
を
遂
行
す

る
た
め
に
は
、あ
る
研
究
者
が
最
初
か
ら
最

後
ま
で
参
加
で
き
る
こ
と
は
期
待
で
き
ず
、

人
か
ら
人
へ
伝
え
る
も
の
も
含
め
、
重
要
な

知
識
を
整
理
し
て
よ
り
正
確
に
伝
達
、
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

　
2
0
0
5
年
の
原
子
力
政
策
大
綱
で
も
、

原
子
力
機
構
は
研
究
開
発
の
中
核
的
機

関
と
し
て
、
知
識
基
盤
を
構
築
し
、
実
施

主
体
や
安
全
規
制
関
連
機
関
を
支
援
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

地層処分 
研究開発 

東濃鉱山での地層科学研究 
（'86～'03） 

釜石鉱山での地層科学研究（'88～'98） 

幌延深地層研究 
計画開始（'01） 

継続的
な技術

基盤の
強化 東海エントリー試験開始（'93） 

瑞浪超深地層研究所 
計画開始（'96） 

東海クオリティ  
試験開始（'99）  

「研究開発等の進め方」 
バックエンド対策専門部会報告書（'97） 

「制度化のあり方」原子力部会報告書（'99） 
「処分に向けた基本的考え方」処分懇談会報告書（'98） 

研究開発 

国の政策等 

H17取りまとめ（'05） 

公募開始（'02.12） 

H12取りまとめ（'99） 

H3取りまとめ（'92） 

1976

1981

1986

1992

2000

2010

2020

2030

2040

1976

1981

1986

1992

2000

2010

2020

2030

2040

処分室
の選定

 
処分場

の設計
・ 

　　　
　建設

・操業
 

原子力
長期計

画など
 

「安全規制の基本的考え方」 
原子力安全委員会報告書（'00） 

原子力発電環境整備機構設立（'00） 
特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律（'00） 

高レベル放射性廃棄物地層処分計画の進展 
1976年に開始された地層処分研究は2000年の第２次取りまとめで集大成
され，これを技術的な基礎として事業がスタート、2020年代頃に最終処分施
設建設地の選定、2030年代頃には処分場の操業開始が計画されている。 

知識管理システム※の概念 
知識管理システムにより、知識のダイナミックな活用・創造・蓄積を実現。 

●蓄積した知識の体系的な管理 
●ニーズに即した知識の提供 
●新たな知識を創造する空間 
●知識を継承していく仕組み 

知
識
基
盤
化
 

知
識
管
理
 

シ
ス
テ
ム
 

 

実
現
す
る
 

た
め
の
仕
組
み
 

 

コミュニ 
ケーション 

知識の 
提供 

要望 

成果の反映 
知識管理の戦略 

JAEA知識管理システム 
 

知識ベース 
の現状 

予見される 
要件 

ユーザー 
・実施主体 
・規制機関 
・専門家 
・その他のステ
　ークホルダー 
・公衆 
・…………… 

シンクタンク 

グローバル 
知識ベース 
Web

知識 

必要な 
研究開発領域 

 
地層処分技術 
の知識ベース 

地層処分基盤 
研究開発調整会議 

研究開発 
・深地層の研究施設 
・エントリー 
・クオリティ 

ナレッジオフィス 

※知識：地層処分プロジェクトを支える全ての科学技術（社会科学、経済学、医学などを暗に
内包）を示す広範な意味で使用 

※知識管理システム：地層処分に関する技術の知識基盤を構築する（知識化）ために行
われる知識の創造、統合、品質保証、コミュニケーション、維持・保存、継承や、これらに
基づく人材育成といった全ての側面を運営・管理するための体系を示すもので、知識管
理を運用する仕組みと、それに必要なツール（計算機支援システムなど）からなる。 

解説 ※地層処分基盤研究開発調整会議：国の基盤研究開発の研究開発マネジメントを行うために，資源エネルギー庁と国の基盤研究開発
を進める関係研究機関により設置（平成17年）。現在「高レベル放射性廃棄物の地層処分基盤研究開発に関する全体計画」を作成中。 

解説 ※原子力発電環境整備機構（ＮＵＭＯ）：日本では、2000年6月、「特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律」が公布され、同年10月、国の認可を得て「原子力発
電環境整備機構」が設立され、高レベル放射性廃棄物の処分事業における主体的な役割を果たしていくこととなった。事業内容は主に、処分場の選定、処分施設の
建設・管理、最終処分、処分施設の閉鎖及び閉鎖後の管理まで一貫した計画を進めており、現在は、「最終処分施設の設置可能性を調査する地域を公募」している。 

　
体
系
的
に
整
備
し
、
知
識
ベ
ー
ス
に
取
り

込
ん
だ
情
報
や
知
識
は
、
研
究
開
発
成
果

に
よ
り
長
期
に
わ
た
っ
て
更
新
さ
れ
、
 

N
U
M
O
や
安
全
規
制
関
連
機
関
は
も

と
よ
り
、
さ
ら
に
は
地
層
処
分
に
関
心
の

あ
る
多
く
の
方
々
に
ま
で
使
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
た
め
に
は
、
情
報
や
知
識
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
創
造
し
、
蓄
積
し
て
活
用
す

る
た
め
の
仕
組
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。
知
識
管

理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
に
は
、
網
羅
性

（
地
層
処
分
に
関
す
る
知
識
を
網
羅
的
に

整
備
す
る
）、
自
律
性（
知
識
を
自
律
的
に

形
成
し
た
り
修
復
す
る
）、
信
頼
性（
知
識

の
品
質
を
保
証
し
、
整
合
性
を
持
た
せ
る
）、

更
新
性（
最
新
の
知
識
を
取
り
込
む
、コ
ス

ト
を
抑
え
る
）、
公
開
性
（
誰
で
も
ア
ク
セ
ス

可
能
に
）、
保
存
性
（
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
担
保
、

次
世
代
へ
の
継
承
）
を
考
慮
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

　
た
と
え
ば
、
公
開
さ
れ
た
知
識
ベ
ー
ス
を

N
U
M
O
や
安
全
規
制
関
連
機
関
が
実

際
に
使
い
、
よ
り
有
効
な
も
の
と
す
る
た
め

の
要
望
を
返
し
ま
す
。
ま
た
、
科
学
者
、
経

済
学
者
、
社
会
学
者
な
ど
他
の
分
野
の
専

門
家
を
含
む
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る

シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
は
、
知
識
ベ
ー
ス
の
現
状

を
見
な
が
ら
社
会
の
将
来
的
な
予
測
を
行

い
、
今
後
必
要
と
な
る
知
識
を
知
識
ベ
ー
ス

に
戻
し
ま
す
。
研
究
開
発
を
行
う
専
門
家

は
、
知
識
ベ
ー
ス
を
見
な
が
ら
必
要
な
研
究

開
発
領
域
を
探
し
、
研
究
成
果
を
新
た
な

知
識
と
し
て
知
識
ベ
ー
ス
に
戻
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
自
律
的
に
知
識
の
活
用
・

創
造
・
蓄
積
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

　
2
0
0
6
年
度
か
ら
、い
よ
い
よ
、
こ
の
基

本
設
計
を
開
始
し
ま
し
た
。
着
実
に
知
識

ベ
ー
ス
と
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

2
0
1
0
年
頃
に
は
公
開
し
て
試
運
用
を

は
じ
め
る
計
画
で
す
。
特
に
、
社
会
共
有
の

財
産
に
し
て
い
け
る
よ
う
、
N
U
M
O
や
安

全
規
制
関
連
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
ユ
ー

ザ
ー
と
の
対
話
を
進
め
な
が
ら
要
望
を

的
確
に
把
握
し
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム
の
設
計
、

構
築
、
試
行
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
地
層
処
分
基
盤
研
究
開
発
調
整

会
議
（
※
）
を
通
じ
た
研
究
開
発
の
調
整
や

協
力
の
枠
組
み
の
下
、
他
の
関
連
研
究
開

発
機
関
の
成
果
も
知
識
ベ
ー
ス
に
取
り
込

ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
層
処
分
研
究

開
発
の
中
核
的
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
ま
す
。 

地層処分技術の知識※基盤化 
遠い将来にわたる地層処分の安全確保と長期にわたる事業全体に対する信頼を支えるため、
これまでの知識を体系的に管理、必要とされる知識のタイムリーな提供、新たな知識を創造、
次世代への知識の継承を実現していく仕組みとして、知識管理システムが必要になる。 



解説 ※浮遊粒子状物質：大気中に存在する10ミクロン以下の非常に細かな粒子。黄砂・火山灰・海塩
粒子、人工的なものとしては燃料などが燃焼する過程で発生する煤、自動車によって道路面
から舞い上がった土砂など。大気中の窒素酸化物や硫黄酸化物が変化して生成されることも。 

解説 ※1ナノグラム：10億分の1グラム ※半導体検出器：シリコン、ゲルマニウム、化合物半導体などの半導体を用い
た放射線検出器。放射線の電離作用により半導体内部に生じた電子と正
孔（電子の抜けた孔）を集めてその放射線のエネルギーや強度を測定する。 

No. 4　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　No. 4

暮らしに役立つ放射線③ 

小栗慶之 さん　　おぐり・よしゆき／東京工業大学助教授・工学博士 
1957年、東京生まれ。東京工業大学理工学研究科原子核工学修
士課程修了。東京工業大学助手、ドイツ・ダルムシュタット重イオン
研究所客員研究員を経て、1994年に東京工業大学原子炉工学研
究所・エネルギー工学部門助教授。専門はイオンビーム応用工学。 

大
き
な
社
会
問
題
で
あ
る
環
境
汚
染
。
と
こ
ろ
が
、
環
境
は
目
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、„
目
“の
代
わ
り
に
放
射
線
を
使
っ
て
環
境
を
測
定
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
工

的
な
放
射
線
で
あ
る
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
用
い
た
研
究
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
に
よ
る
環

境
測
定
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
東
京
工
業
大
学
の
小
栗
慶
之
助
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

高
分
解
能
・
高
感
度
の
検
出
器
で
 

自
然
起
源
と
人
為
起
源
の
物
質
を
分
別
 

一
度
の
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
照
射
で
 

環
境
中
の
微
量
元
素
ま
で
同
時
分
析
 

高分解能の検出器で 
微量元素の化学形態を分析 
特殊な結晶でX線を波長ごとに異なる角度に回折さ
せて測定し、従来より高いエネルギー分解能を得る
波長分散型検出器（写真）を研究・開発中。上のグラ
フは、検出器で捉えた塩素（Cl）化合物標準試料に対
するX線の波長スペクトル。塩化ナトリウム（NaCl：
大気中の自然海塩粒子を模擬）と塩化アンモニウム
（NH4Cl：ゴミ焼却場等から排出される塩素により発
生する可能性のある人為起源塩素化合物）の微妙な
差異を捉えることが可能。この方法により、化合物を
同定しようとしている。 

ＰＩＸＥ分析装置 
東京工業大学原子炉工学研究所のPIXE分析装置。加速器の
ビームラインに接続されている。 
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塩化ナトリウム 
（NaCl） 

X線エネルギー 

Cl-Kβ1

Cl-KβX
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0.5

0

塩化アンモニウム 
（NH4Cl） 

X線エネルギー 

強
度
 

強
度
 

空孔 

未知の原子 

二次電子 

Lα 

Lβ 
Kα 

Kβ 
エネルギー 
スペクトル 

⑤元素の同定、定量 
 

2～3 MeV 
陽子（水素イオン） 
ビーム 

④エネルギー分析 

電子 
遷移 

特性X線 

X線検出器 

①陽子線入射 

電子線に比べて 
バックグラウンドが少ない！ 

X線エネルギー 
 

カ
ウ
ン
ト
 

元素固有のエネルギー 

②内殻電離 ③特性Ｘ線放出 

加速器 

PIXE（Particle-Induced X-ray Emission）分析法とは？ 
加速器で作った高速イオンビーム（多くは陽子線）を試料に照射（①）。その衝撃で試料内の原子が内殻電離を起こし、
空孔ができる（②）。外側の電子が空孔に遷移、その際に各元素特有の特性X線を放出（③）。X線を検出して波長（エ 
ネルギー）と強度（粒子としての発生数）を分析、試料に含まれる異なった多数の元素の種類と濃度を同時解析（④）。
イオンビームを使うのは電子線の場合よりバックグラウンド（ノイズ）が少なく、より低い濃度の元素を測定できるため。 
詳しくはPIXE研究協会ホームページ http://pixe.qse.tohoku.ac.jp/ へ。 

　
窒
素
酸
化
物
や
硫
黄
酸
化
物
に
よ
る
酸

性
雨
、
呼
吸
器
に
侵
入
し
て
健
康
障
害
を

引
き
起
こ
す
浮
遊
粒
子
状
物
質
（
※
）

に
よ

る
大
気
汚
染
、
土
壌
や
水
質
の
汚
染
。
重
大

な
問
題
で
あ
る
一
方
、
測
定
が
難
し
く
実

態
が
つ
か
み
に
く
い
の
が
環
境
汚
染
で
す
。

そ
こ
で
、
環
境
測
定
の
方
法
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
の
が
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
。
仕

組
み
を
小
栗
助
教
授
に
伺
い
ま
し
た
。 

　「
水
素
・
炭
素
・
酸
素
・
鉄
…
。
物
質
は

す
べ
て
元
素
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
は
、
放
射
線
を

利
用
し
て
物
質
の
元
素
組
成
を
調
べ
る
と

い
う
も
の
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
高
速
の
イ

オ
ン
ビ
ー
ム
を
物
質
に
照
射
し
ま
す
。
す
る

と
物
質
内
の
各
原
子
の

原
子
核
を
取
り
巻
く
内

殻
電
子
が
弾
き
出
さ
れ
、

空
孔
が
生
じ
ま
す
。
こ
こ

に
外
殻
電
子
が
遷
移
。

そ
れ
に
伴
っ
て
放
出
さ

れ
る
各
元
素
固
有
の
特

性
X
線
を
半
導
体
検
出

器
（
※
）
で
検
出
し
ま
す
。

元
素
に
よ
っ
て
異
な
る

Ｘ
線
の
波
長
（
エ
ネ
ル
ギ

ー
）
か
ら
元
素
を
特
定
し
、

強
度
（
粒
子
と
し
て
の

X
線
の
個
数
）
か
ら
物

質
中
の
元
素
濃
度
を
求

め
る
わ
け
で
す（
上
図
参
照
）。
こ
の
分
析
法

は
国
内
で
は
東
北
大
・
岩
手
医
大
な
ど
を

中
心
に
応
用
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
」 

　
70
年
代
に
研
究
が
始
ま
っ
た
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ

分
析
法
は
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
応

用
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
1
つ
が

考
古
学
へ
の
応
用
で
す
。
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を

当
て
陶
器
等
の
貴
重
な
文
化
遺
産
を
壊
さ

ず
に
含
有
元
素
を
測
定
、
元
素
組
成
か
ら

原
料
の
産
地
な
ど
を
推
定
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
し
て
、
専
門
の
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
技
術
と

Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
を
基
盤
に
、
環
境
を
調
べ

る
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
が
小
栗
助
教
授
た

ち
。「
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
非

常
に
少
量
・
低
濃
度
の
試
料
に
対
し
て
、
簡

単
に
多
元
素
同
時
分
析
が
で
き
る
こ
と
」

と
い
い
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
古
典
的
な
元
素
分
析
で
は
、

水
銀
用
・
カ
ド
ミ
ウ
ム
用
な
ど
測
定
し
た
い

元
素
に
合
わ
せ
て
専
用
の
試
薬
、
異
な
る

手
法
を
用
い
て
個
別
に
分
析
を
行
い
ま
す
。

多
元
素
分
析
の
た
め
に
は
何
回
も
分
析
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
量
の
試
料
が

必
要
で
す
。
特
殊
な
前
処
理
や
複
雑
で
精

緻
な
測
定
原
理
を
用
い
て
極
め
て
高
い
感

度
で
多
元
素
同
時
分
析
が
可
能
な
機
器
も

開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
複
雑
さ
ゆ
え
に
測

定
結
果
に
誤
差
が
生
じ
る
可
能
性
も
高
い
。 

　「
対
し
て
、
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
で
は
多
く

の
場
合
、
取
っ
て
き
た
試
料
に
そ
の
ま
ま
加

速
器
か
ら
の
高
速
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
を
照
射
し
、

出
て
く
る
Ｘ
線
を
測
る
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
。
10
分

程
度
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
か
ら
ウ
ラ
ン
ま
で
多
元

素
を
一
度
に
分
析
で
き
ま
す
。
元
素
の
種
類

に
も
よ
り
ま
す
が
、
1
ナ
ノ
グ
ラ
ム
（
※
）
程

度
の
微
量
元
素
も
測
定
で
き
ま
す
」 

　
時
間
も
手
間
も
か
か
ら
な
い
の
で
短
時

間
で
多
量
の
試
料
を
測
定
で
き
、
多
数
の

条
件
に
左
右
さ
れ
る
環
境
の
分
析
に
は
好

都
合
。
さ
ら
に
低
濃
度
・
少
量
の
試
料
で
よ

い
の
で
、
特
に
大
気
中
の
粉
塵
等
の
試
料
で

は
そ
の
採
取
時
間
が
短
縮
で
き
ま
す
。
日
に

何
度
も
採
取
し
て
測
定
す
れ
ば
汚
染
の
時

間
変
動
の
把
握
も
可
能
で
、
実
際
、
小
栗

助
教
授
の
研
究
室
で
は
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法

で
環
境
の
動

態
を
調
べ
て

い
ま
す
。 

　「
専
用
フ
ィ

ル
タ
ー
で
大

気
中
の
ホ
コ

リ
を
採
取
し
、

イ
オ
ン
ビ
ー

ム
を
照
射
。

塩
素
・
カ
ル
シ

ウ
ム
な
ど
浮

遊
粒
子
状
物
質
中
の
元
素
濃
度
を
測
定
し

ま
し
た
。
同
じ
日
の
降
雨
後
に
採
取
し
た

ホ
コ
リ
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
各
元
素
濃
度

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
雨
で

大
気
中
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
が
洗
い
流
さ

れ
た
ん
で
す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
近
く
の
土

を
計
測
し
た
学
生
も
。
土
の
表
層
に
亜
鉛

や
硫
黄
な
ど
の
強
い
汚
染
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
大
気
中
の
タ
イ
ヤ
粉
塵
な
ど
が
沈
着
し
、

土
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ

の
よ
う
に
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
を
使
え
ば
、
あ

る
時
点
で
の
環
境
試
料
中
の
構
成
元
素
だ

け
で
な
く
、
時
間
や
状
況
に
応
じ
て
の
環

境
の
動
態
も
確
認
で
き
ま
す
」 

　
多
元
素
を
同
時
に
高
感
度
で
簡
単
に
分

析
で
き
る
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
。
た
だ
し
、
元

素
の
種
類
だ
け
で
有
害
な
汚
染
物
質
か
ど

う
か
が
決
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

と
え
ば
、
金
属
元
素
で
あ
る
ク
ロ
ム
は
自
然

の
状
態
で
は
ほ
と
ん
ど
が
三
価
ク
ロ
ム
と
し

て
存
在
し
て
お
り
、
人
体
へ
の
害
も
比
較
的

少
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

人
工
的
に
作
ら
れ
た
六
価
ク
ロ
ム
は
極
め
て

有
害
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
通
常
の
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ

分
析
で
用
い
ら
れ
て
い
る
半
導
体
検
出
器
で

で
き
る
の
は
元
素
の
特
定
ま
で
。
そ
れ
が
何

価
の
状
態
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　「
元
素
の
種
類
は
も
と
よ
り
、
元
素
が
何

と
結
合
し
て
ど
ん
な
化
合
物
に
な
っ
て
い
る

か
。
環
境
汚
染
の
解
決
に
は
、

元
素
の
化
学
形
態
を
捉
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
」 

　
そ
こ
で
、
小
栗
助
教
授
の
研

究
室
が
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

従
来
の
検
出
器
よ
り
X
線
エ

ネ
ル
ギ
ー（
波
長
）の
分
解
能

力
が
高
い
波
長
分
散
型
検
出

器
の
開
発
で
す
。 

　「
都
市
部
の
浮
遊
粒
子
状
物
質
に
含
ま

れ
る
塩
素
化
合
物
と
し
て
は
、
海
の
飛
沫

が
乾
い
て
生
じ
た
海
塩
粒
子
（
主
成
分
は

塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
）の
他
に
、ゴ
ミ
焼
却
炉
の

排
煙
等
に
含
ま
れ
る
塩
素
に
起
因
す
る
他

の
化
合
物
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
塩
素
と
結

合
し
て
い
る
の
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
か
他
の
化
学

種
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
塩
素
原
子
が
放
出

す
る
Ｘ
線
の
波
長
の
分
布
が
微
妙
に
異
な

る
。
そ
の
差
を
波
長
分
散
型
検
出
器
で
測

定
し
て
解
析
す
れ
ば
、
海
塩
と
他
の
塩
素

化
合
物
の
分
別
が
可
能
に
な
り
ま
す
」 

　
環
境
中
の
人
為
起
源
化
合
物
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
汚
染
の
状
況
も
そ
の
原

因
も
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
そ

の
汚
染
の
低
減
に
役
立
ち
ま
す
。 

　
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｅ
分
析
法
を
中
心
と
し
た
イ
オ

ン
ビ
ー
ム
技
術
で
環
境
汚
染
の
把
握
を
目

指
す
。
さ
ら
に
は
、
強
力
な
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
で

物
質
の
表
面
の
汚
染
層
を
除
去
す
る
研
究

に
も
取
り
組
み
始
め
た
小
栗
助
教
授
た
ち
。 

　
放
射
線
と
放
射
線
を
研
究
す
る
研
究

者
た
ち
の
営
み
は
、
環
境
汚
染
の
解
決
に

新
た
な
道
を
刻
も
う
と
し
て
い
ま
す
。 
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私
た
ち
は
地
層
処
分
事
業
を
実
施
す
る

側
と
、
安
全
の
た
め
に
規
制
を
行
う
側
の

両
方
に
、
基
盤
と
な
る
技
術
や
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
下
の
環
境

を
調
査
し
評
価
す
る
手
法
な
ど
の
研
究
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
地
層
処
分
事
業
は
、
法
律
で
　
概
要
調

査
地
区
の
選
定
、　
精
密
調
査
地
区
の
選

定
、　
最
終
処
分
施
設
建
設
地
の
選
定
の

３
段
階
の
選
定
過
程
で
行
う
こ
と
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
進
め
て
い
る
研
究
の
成
果
は
、

各
段
階
で
実
施
さ
れ
る
地
層
処
分
事
業

の
信
頼
性
の
向
上
や
安
全
規
制
の
基
盤

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
選
定
過

程
に
先
行
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
を
広

く
公
開
し
、
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

    　
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
で
は
、
立
坑
や

水
平
坑
道
な
ど
を
設
置
し
て
、
主
に
花
崗

岩
と
呼
ば
れ
る
岩
石
を
対
象
に
し
た
研
究

を
行
い
ま
す
。
研
究
で
は
、
断
層
お
よ
び
割

れ
目
の
性
状
や
分
布
、
地
下
水
の
流
れ
や

水
質
、
岩
盤
の
強
さ
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
ま

た
、
地
下
深
く
の
坑
道
を
安
全
か
つ
合
理

的
に
設
計
・
施
工
し
、
維
持
・
管
理
す
る
た

め
の
研
究
開
発
も
行
い
ま
す
。
調
査
・
研

究
は
、
地
表
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
り

地
下
を
調
べ
て
地
質
な
ど
の
予
測
を
行
う

第
１
段
階
、
立
坑
な
ど
の
研
究
坑
道
を
掘

削
し
て
第
１
段
階
で
の
予
測
の
確
認
な
ど

を
行
う
第
２
段
階
、
そ
し
て
研
究
坑
道
を

利
用
し
て
深
地
層
の
岩
盤
や
地
下
水
の
動

き
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
研
究
す
る
第
３
段

階
ま
で
が
あ
り
ま
す
。 

　
現
在
は
坑
道
を
掘
り
な
が
ら
研
究
を
進

め
る
第
２
段
階
に
あ
り
、
平
成
22
年
頃
に

そ
れ
ま
で
の
結
果
に
基
づ
き
地
上
か
ら
の
調

査
技
術
や
モ
デ
ル
化
手
法
の
評
価
を
行
う

予
定
で
す
。 

    　
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
な
ど
で
進
め
て

い
る
地
層
科
学
研
究
は
、高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
を
安
全
に
処
分
す
る
た
め
の
地
層

処
分
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
の
う
ち
、

地
下
深
く
の
地
下
水
や
岩
盤
の
様
子
を
知

る
た
め
の
手
法
を
確
立
す
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で
得
ら
れ
る

成
果
は
、
北
海
道
幌
延
町
の
幌
延
深
地
層

研
究
計
画
、
茨
城
県
東
海
村
の
東
海
研
究

開
発
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
地
層
処
分

研
究
開
発
等
の
成
果
と
合
わ
せ
て
、
実
際

の
地
質
環
境
に
地
層
処
分
の
技
術
が
適
用

で
き
る
か
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
地
層

や
人
工
バ
リ
ア
の
長
期
の
挙
動
の
理
解
に
反

映
し
、
国
が
行
う
安
全
基
準
等
の
検
討
や
、

Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電
環
境
整
備
機
構
）

が
進
め
る
最
終
処
分
事
業
の
基
盤
技
術
と

し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

    　
こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
第
１
段
階
の
研

究
で
は
、
地
下
の
地
質
、
地
下
水
の
流
動
や

水
質
、
岩
盤
の
強
さ
な
ど
に
つ
い
て
の
知
見

が
得
ら
れ
、
地
下
の
状
態
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
地
下
に
展

開
す
る
研
究
坑
道
の
施
工
方
法
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、地
層
処
分
で
は
地
下
水
が

通
る„
水
み
ち
“の
場
所
や
そ
こ
で
の
水
の
速

さ
な
ど
の
把
握
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
調
査
し
て
き
た
中
で
断
層
は

透
水
性
（
岩
の
中
で
の
水
の
通
り
や
す
さ
）

が
高
い
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
断
層
を
横
切
る
方
向
に
は
水
が
流
れ
に

く
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
断
層
に
囲
ま
れ
た
場
所
は
、
水
の
動
き
が

小
さ
い
場
所
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
調
査
方
法
の
技
術
開
発
と
し
て
、

„
水
み
ち
“を
従
来
に
な
い
精
度
で
と
ら
え
る

技
術（
電
気
伝
導
度
検
層
）の
高
度
化
、
発

破
の
時
に
発
生
す
る
振
動
を
利
用
し
て
地
質

構
造
を
調
査
す
る
技
術
や
地
下
水
が
動
く

と
き
に
発
生
す
る
微
弱
な
電
気
を
測
定
し
て

地
下
水
の
動
き
を
と
ら
え
る
技
術
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
調
査
技
術
を
開
発
し
て
お
り
、こ

う
し
た
技
術
を
体
系
化
し
て
行
く
予
定
で
す
。 

　
こ
の
分
野
で
開
発
さ
れ
る
技
術
は
、
従

来
に
な
い
高
度
な
技
術
で
あ
る
場
合
が
多

い
た
め
、
将
来
は
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
や
原
子
力
安
全

委
員
会
な
ど
へ
提
供
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
土
木
や
地
質
な
ど
の
分
野
へ
の
適
用
も

可
能
な
の
で
、
第
３
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

の
地
下
を
調
べ
る
先
端
技
術
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

わたしたちの 
究 
研 

岐
阜
県
に
あ
る
原
子
力
機
構

東
濃
地
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
地

層
処
分
技
術
に
関
す
る
研
究

開
発
の
う
ち
深
地
層
の
科
学

的
研
究（
地
層
科
学
研
究
）を

瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
な
ど

で
進
め
て
い
ま
す
。
東
濃
地
科

学
セ
ン
タ
ー
瑞
浪
超
深
地
層
研

究
所
の
現
在
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
展
望
を
伺
い
ま
し
た
。 

内田 雅大 
地層処分研究開発部門　東濃地科学研究ユニット　 
結晶質岩地質環境研究グループ／グループリーダー 
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電気伝導度検層（流体検層） 
地下水にはさまざまな種類のイオンが含まれるため、

純粋な水に較べて電気が流れやすい（電気伝導度が
高い）性質を持っています。電気伝導度検層では、ボー
リング孔内の地下水をイオン交換水（純粋な水に近く、
電気伝導度が低い）などの電気伝導度の大きく異なる
水で置き換えたあと、ボーリング孔の水をポンプを用
いて一定の量で汲み上げながら、その間にボーリング
孔内の電気伝導度の深度分布を測定します。時間をお
いて何度か測定を行い、電気伝導度の深度分布の時
間変化を測定することにより流量とそれぞれの“水みち”
から湧き出る地下水の電気伝導度を推定することが可
能となります。この方法では、従来の流量検層（スピナ
ー検層や電磁フローメーター検層など）に較べて、よ
り透水性の低い“水みち”まで把握することができます。 

200ｍ予備ステージからの調査 
深度200ｍ地点で予備ステージが完成したら、120ｍ
程度のボーリングなどを掘りさまざまな試験を行う計画
です。たとえば、立坑を掘りながら水圧のモニタリング
を行うことにより、立坑の周りの透水性がどう変化する
か把握し、立坑からの湧水量の予測を行います。 

瑞浪超深地層研究所 

湧水量計測 
 

電気伝導度検層のイメージ 
 

初期応力測定 

地下水採水・分析 
 

掘削中の 
弾性波探査 

120m 
ボーリング調査 
●コア観察／ 
　ボアホールテレビ  
●物理検層 
●水理試験（孔間試験） 
●トモグラフィ調査 
●地下水採水・分析 

コンクリート 
覆工背面の 
水圧計測 

 

岩盤ひずみ／ 
変位計測 岩盤ひずみ計測 

 

主立坑 換気立坑 

100m 
予備ステージ 

 

200m 
予備ステージ 

み
ず
　
　
　

な
み 
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岩芯記載 
 

割れ目頻度 
（本数） 

0 10

累積割れ 
目本数 
（本数） 

0 1000

「
透
水
性
の
割
れ
目
」 

地
質
柱
状
図 

掘
削
長 
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標
高 
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堆
積
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土
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花
崗
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302-308

310-328

427-445

450-458
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4th
5th
6th
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電気伝導度 

１ 2 3

（ポンプによる 
くみ上げ） 測定器 

電気 
伝導度計 

地下水 

深
度
 

時間（測定順序） 

電気伝導度 
の上昇 

割れ目帯 
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岐阜県岐阜市 

「
ア
ー
ト
を
忘
れ
た
大
人
た
ち
に
、 

 

物
を
作
る
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

日
比
野
克
彦
さ
ん 

岐
阜
の
街
を
ア
ー
ト
で
満
た
し
、
岐
阜
人
の
心
を
ア
ー
ト
で
つ
な
ぐ
 

０
歳
の
と
き
に
絵
を
描
こ
う
と
し
た
 

記
憶
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。 

作
品
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
い
始
め
た
の
は
 

ど
ん
な
き
っ
か
け
か
ら
で
す
か
。 

た
く
さ
ん
の
人
と
作
品
を
作
る
多
く
の
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
ね
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
生
ま
れ
た
土
地
が
あ
る
わ
け

で
、
そ
の
土
地
で
、
空
気
を
吸
っ
た
り
、
水

を
飲
ん
だ
り
、
転
ん
だ
り
と
、
初
め
て
の
経

験
を
し
、
土
地
の
環
境
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
や
志
向
性
が
育
ま
れ
ま
す
。
土

地
が
持
っ
て
い
る
力
は
、
人
格
形
成
や
志
向

性
を
決
定
付
け
る
大
き
な
要
因
と
な
る
の

で
す
。
そ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
自
分
の

制
作
活
動
の
判
断
基
準
は
、
自
分
が
す
べ

て
の
こ
と
を
初
体
験
し
た
岐
阜
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に

あ
る
の
で
す
。
岐
阜
は
濃
尾
平
野
の
端
っ
こ

で
、
北
は
山
間
部
に
な
り
、
市
内
に
は
金
華

山
が
そ
び
え
、
信
長
が
見
晴
ら
し
の
よ
い
山

頂
に
岐
阜
城
を
立
て
天
下
統
一
を
企
ん
で

い
た
わ
け
で
す
。
こ
の
背
中
が
山
で
前
が
平

野
と
い
う
地
形
か
ら
育
ま
れ
る
意
識
は
、

居
て
も
い
い
け
れ
ど
、
こ
の
ま
ま
山
の
中
に

こ
も
っ
て
も
い
た
く
な
い
、
ど
こ
か
を
目
指

そ
う
か
な
、
み
た
い
な
微
妙
な
感
覚
な
ん
で

す
。
そ
し
て
ぼ
く
も
18
歳
の
と
き
に
東
京
へ

出
て
き
た
わ
け
で
す
。 

  　
長
良
川
で
は
、
今
で
も
夏
に
な
る
と
み
ん

な
泳
い
で
い
ま
す
が
、
僕
も
子
供
の
頃
は
よ

く
泳
ぎ
、
毎
年
鵜
飼
い
も
見
て
ま
し
た
。
僕

は
金
華
山
の
ふ
も
と
の
矢
島
町
と
い
う
と

こ
ろ
で
生
ま
れ
、
幼
稚
園
に
上
が
る
と
き
に

忠
節
橋
の
近
く
の
萱
場
へ
引
っ
越
し
て
、
忠

節
橋
を
通
る
2
番
の
通
園
バ
ス
で
幼
稚
園

へ
行
っ
て
ま
し
た
。
忠
節
橋
を
渡
る
と
幼
稚

園
に
着
き
、
忠
節
橋
を
戻
る
と
家
に
着
く
。

橋
を
渡
る
度
に
、パ
ブ
リ
ッ
ク
な
空
間
と
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
が
待
っ
て
い
て
、わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ま
た
家
が
萱
場
か

ら
加
納
に
引
っ
越
し
て
、
萱
場
と
加
納
に

2
つ
家
が
あ
る
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

萱
場
と
加
納
で
は
乗
る
通
園
バ
ス
が
違
う

わ
け
で
す
。
あ
る
日
、2
番
の
バ
ス
に
乗
っ
て

萱
場
に
着
く
と
家
に
は
誰
も
い
な
い
。
今
日

は
加
納
の
家
に
帰
る
ん
だ
っ
た
と
気
が
つ
き
、

萱
場
橋
を
渡
っ
て
、
川
の
向
こ
う
側
に
あ
る

し
げ
君
と
い
う
友
だ
ち
の
家
へ
行
っ
た
ら
、

し
げ
君
も
い
な
か
っ
た
。
仕
方
が
な
い
の
で

橋
の
真
ん
中
に
立
っ
て
、
両
親
か
、
し
げ
君

が
帰
っ
て
く
る
の
を
1
人
で
待
っ
た
。
寂
し

い
け
れ
ど
泣
け
な
い
1
人
ぼ
っ
ち
の
時
間
。

こ
の
と
き
、
自
分
以
外
の
他
人
は
自
分
の
思

い
通
り
に
な
ら
な
い
人
た
ち
だ
と
い
う
こ
と

を
初
め
て
意
識
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
他

者
を
意
識
し
た
と
き
に
、
他
者
に
対
し
て

自
分
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
行
為
が
生
ま

れ
る
。
そ
れ
を
表
現
と
い
う
な
ら
、こ
の
萱

場
橋
の
時
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
僕
は
今

も
物
を
作
り
続
け
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
僕
は
、
橋
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
物

を
伝
え
る
、
遠
く
に
行
く
と
い
う
表
現
の
モ

チ
ー
フ
と
し
て
使
い
続
け
て
い
る
ん
で
す
。 

  　
ベ
ッ
ド
で
眠
り
か
ら
覚
め
た
と
き
に
、
日

溜
ま
り
の
中
に
、
と
っ
て
も
気
持
ち
の
い
い

色
を
感
じ
て
、い
つ
か
こ
こ
に
来
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
既
視
感
に
襲
わ
れ
、
ム
ズ
ム
ズ

し
た
感
覚
が
手
に
流
れ
て
い
き
、
ガ
ラ
ガ
ラ

を
持
っ
た
手
が
勝
手
に
右
に
左
に
振
れ
出

し
た
と
い
う
鮮
明
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

以
来
僕
は
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。
好
き

な
絵
を
や
め
ず
に
続
け
て
き
た
か
ら
今
の

僕
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
絵
が
上
手
い
子
、
下

手
な
子
と
言
う
け
れ
ど
、
子
供
が
絵
が
上

手
い
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
な
ん
で
す
。
絵

に
は
優
劣
が
な
い
。
大
人
が
見
て
う
ま
い
、

下
手
と
い
う
だ
け
で
す
。
そ
う
い
う
価
値
観

が
あ
る
と
子
供
は
絵
を
描
か
な
く
な
る
。

絵
を
描
く
の
が
き
ら
い
な
大
人
は
、
子
供
の

と
き
に
描
い
た
絵
を
先
生
が
ほ
め
て
く
れ

な
か
っ
た
、
他
の
人
と
比
べ
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
が
多
い
。
図
工
や
美
術
の
時
間
に
絵
を

き
ら
い
に
な
る
と
い
う
人
は
多
い
ん
で
す
よ
。 

  　
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
い
始
め
た
の
は
、
大
学

の
卒
業
制
作
の
と
き
で
す
。
み
ん
な
と
違
う

材
料
を
使
っ
た
ほ
う
が
自
分
ら
し
さ
が
出

る
か
ら
と
い
う
単
純
な
理
由
で
す
。
白
い
紙

に
疑
い
も
な
く
描
き
始
め
る
こ
と
に
抵
抗

し
て
い
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
最
初
は
平
面
で

始
め
て
、
3
年
後
に
は
オ
ブ
ジ
ェ
に
な
り
、

3
6
0
度
周
囲
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
、

時
空
間
の
中
で
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
舞

台
美
術
も
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ダ

ン
ボ
ー
ル
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ほ
ど
作

品
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
ら
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

  　
本
来
、
美
術
は
、
思
い
を
色
や
形
で
伝
え

る
誰
も
が
持
っ
て
い
る
表
現
手
段
で
、
別
に

教
養
と
し
て
学
ぶ
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
美
術
が
広
く
日
常
の
中

で
機
能
す
る
よ
う
に
と
い
う
働
き
か
け
で

す
。
子
供
よ
り
も
、ア
ー
ト
と
か
け
離
れ
た
生

活
を
送
っ
て
い
る
大
人
が
主
な
対
象
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
た
だ
作
る
の
で
は
な

く
、
最
後
に
み
ん
な
で
作
っ
た
も
の
を
き
ち

ん
と
確
認
し
て
、
そ
の
後
、
作
品
が
違
う
と

こ
ろ
で
展
開
さ
れ
る
ま
で
が
表
現
と
な
っ
て

い
ま
す
。
個
人
個
人
の
イ
メ
ー
ジ
を
社
会
の

中
で
ツ
ー
ル
と
し
て
見
せ
る
と
い
う
の
は
当

然
必
要
な
わ
け
で
、
美
術
は
や
は
り
目
的

が
な
い
と
面
白
く
あ
り
ま
せ
ん
。
2
0
0
7

年
は
鹿
児
島
と
熊
本
と
金
沢
で
大
き
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
の
で
、
新
し
い
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

日
比
野
さ
ん
の
中
に
あ
る
、
ふ
る
さ
と
 

岐
阜
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
。 

長
良
川
と
そ
こ
に
か
か
る
橋
を
 

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
多
い
で
す
ね
。 

日
比
野
克
彦
さ
ん
は
、
80
年
代
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
作
品
で
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
、
常

に
時
代
の
最
先
端
で
ア
ー
ト
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。
2
0
0
6
年
に
は
、
ふ
る
さ
と
の

岐
阜
で
市
民
参
加
型
の
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
演
出
。
日
比
野
さ
ん
の
中
に
あ
る

岐
阜
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
応
答
し
、
岐
阜
の
街
に
楽
し
い
H
I
B
I
N
O
ア
ー
ト
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

　
２
０
０
６
年
は
、
日
比
野
さ
ん
が
ふ
る
さ
と
の
岐
阜

に
大
き
く
関
わ
っ
た
年
で
し
た
。
そ
れ
は
、
日
比
野

さ
ん
が
岐
阜
市
民
と
共
に
作
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
H
I
B
I
N
O
 D
N
A
 A
N
D
…
」が
市
内
各
所
で

開
催
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
は
、
岐
阜

県
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
H
I
B
I
N
O
 

D
N
A
　A
N
D
…『
日
比
野
克
彦
応
答
せ
よ
! !
』」。

こ
れ
ま
で
各
地
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
日
比
野

さ
ん
で
す
が
、
出
身
地
岐
阜
で
開
催
す
る
展
覧
会
は

こ
れ
が
初
め
て
。「
応
答
せ
よ
! !
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

は
、
日
比
野
さ
ん
が
子
供
の
頃
大
好
き
だ
っ
た
、
マ
ッ

ハ
15
の
流
星
号
に
乗
っ
て
く
る
ス
ー
パ
ー
ジ
ェ
ッ
タ
ー
の

「
流
星
号
、
流
星
号
、
応
答
せ
よ
! !
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
借
り
た
と
か
。
岐
阜
の
人
に
と
っ
て
は
「
や
っ
と

日
比
野
克
彦
が
応
答
し
て
く
れ
た
」
と
い
う
意
味
を

持
ち
、
岐
阜
を
離
れ
て
30
年
に
な
る
日
比
野
さ
ん
に

と
っ
て
は
「
自
分
の
中
に
あ
る
岐
阜
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
問
い

か
け
る
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
タ
イ
ト
ル
で
す
。 

　
展
覧
会
で
は
４
歳
か
ら
最
近
ま
で
の
日
比
野
作
品

が
展
示
さ
れ
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は
、
岐
阜
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
象
徴
す
る
長

良
川
の
流
れ
と
橋

が
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

敷
き
つ
め
ら
れ
た

床
面
に
、
来
場
者

が
水
色
の
色
紙
で

思
い
思
い
の
流
れ

を
貼
っ
て
い
く
と
、

次
第
に
見
事
な
長

良
川
の
流
れ
に
な

る
と
い
う
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。 

　
そ
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
12
月
22

日
冬
至
の
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
「
こ
よ
み
の
よ
ぶ
ね
」。

こ
れ
は
１
か
ら
12
の
数
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
和
紙

灯
り
を
つ
け
た
12
隻
の
屋
形
船
を
長
良
川
に
流
す
も

の
。
真
っ
暗
な
長
良
川
に
流
れ
る
12
の
数
字
の
大
き

な
和
紙
灯
り
と
市
民
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
っ
た
色

と
り
ど
り
の
小
さ
な
和
紙
灯
り
。
幻
想
的
な
空
間
と

時
間
の
中
で
、
人
々
は
12
カ
月
の
行
く
年
と
、
新
し

く
迎
え
る
年
を
思
い
ま
す
。 

「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
母
体
を

作
ら
ず
、
じ
わ
じ
わ
と
人
づ
て
に

広
が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
形
を
と
り

ま
し
た
。
結
果
を
急
ぐ
と
、
す

ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
毎
年

少
し
ず
つ
広
げ
て
、
次
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
大
事
で
す
」 

　
2
0
0
7
年
も
、
日
比
野
さ
ん

は
、
岐
阜
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
そ
の
先

に
つ
な
が
る
楽
し
い
Ａ
Ｎ
Ｄ
…
を

生
み
出
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。 
歴史的建造物でもある「旧十六銀行徹明支店」が持つ場所の
記憶をアートで活用していく「HIBINO DNA AND 16BK」 

岐阜美術館のホールを流れる長良川と、 
ダンボール製の橋 DNA RIVER

日比野克彦 さん　　ひびのかつひこ／アーティスト 
1958年岐阜県岐阜市生まれ。1984年東京芸術大学大学院修了。在学中にダンボール作品で注
目を浴び、国内外で個展・グループ展を多数開催する他、舞台美術、パブリックアートなど多岐にわ
たる分野で活動中。近年は各地で市民参加のワークショップを多く行っている。1982年第1回日
本グラフィック展大賞、1983年第30回ADC賞最高賞、第１回JACA展グランプリを受賞。2005
年は「愛・地球博」に参加し、水戸芸術館で「HIBINO EXPO2005 日比野克彦の１人万博」を開催。
2006年には岐阜で「HIBINO DNA AND…『日比野克彦応答せよ!!』」を開催し、活動を継続中。 
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写真上：日比野さ
んの指導で、和紙
を使った灯りを作
るワークショップ
「MIRAIイルミネ
ーション」 
写真右：美術館に
展示されていた
カラフルなダンボ
ール製の舟 



機
器
異
常
判
定
の
特
許
を
応
用
し
、 

冬
季
の
路
面
状
況
を 

自
動
判
断
す
る
セ
ン
サ
ー
を
開
発 

No. 4　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　No. 4

雪
を
テ
ー
マ
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
自
然
環
境
に
関
わ
る
研
究
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
山
田
技
研
（
株
）が
、
原
子
力
機
構
の
特
許
を
応
用
し
て
優
れ
た
路
面
性
状
セ
ン

サ
ー
を
開
発
し
ま
し
た
。
積
雪
地
域
の
冬
の
路
面
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
融
雪
作
業
や
除

雪
作
業
の
必
要
性
を
判
定
す
る
画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
秘
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

画
像
も
見
ら
れ
る
モ
ニ
タ
ー
計
測
シ
ス
テ
ム
 

非
接
触
で
路
面
の
状
況
を
正
確
に
判
断
 

山田 忠幸 さん／山田技研株式会社 代表取締役〈写真右〉 
平 俊勝さん／山田技研株式会社 技術営業（開発室兼務）〈写真左〉 

　
我
が
国
は
国
土
面
積
の
約
6
割
が
積
雪

寒
冷
地
域
で
、
国
民
の
4
分
の
1
が
そ
こ
で

生
活
し
て
い
ま
す
。
雪
は
日
常
生
活
に
思
わ

ぬ
障
害
を
も
た
ら
し
、
多
大
な
被
害
を
与

え
る
も
の
。
そ
の
た
め
各
自
治
体
で
は
毎
年
、

膨
大
な
除
雪
費
用
が
必
要
で
す
。
大
雪
の

被
害
が
多
発
し
た
2
0
0
5
年
度
の
除
雪

費
用
は
、
例
年
の
2
・
2
倍
で
計
3
7
6
億

円
に
も
上
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
足

り
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。 

　
そ
こ
で
路
面
状
況
を
い
ち
早
く
察
知
し

て
、
適
切
な
融
雪
及
び
除
雪
対
策
を
練
る

こ
と
が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に
も
最
重
要

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
ん
な
積
雪
地
域
の
福
井
市
で
雪
と
環

境
問
題
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
技
術
開
発
を
進

め
、
多
彩
な
製
品
を
出
し
て
き
た
の
が
、
今

年
で
創
立
20
周
年
に
な
る
山
田
技
研
（
株
）。

発
想
の
根
元
は
技
術
者
で
も
あ
る
山
田
代

表
取
締
役
で
す
。 

　「
雪
国
に
生
ま
れ
育
ち
、
若
い
頃
か
ら
融

雪
の
設
備
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
雪

の
た
め
の
路
面
セ
ン
サ
ー
は
当
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、
誤
作
動
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
そ

こ
で
勤
め
な
が
ら
、
趣
味
の
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
の
技
術
を
生
か
し
、
改
良
版
を
自
作
し

た
の
が
新
案
の
セ
ン
サ
ー
の
開
発
の
き
っ
か

け
で
し
た
」 

　
こ
の
製
品
は
市
場
に
出
し
た
途
端
、
評

判
を
呼
び
、
30
年
を
過
ぎ
た
今
も
売
れ
続

け
て
い
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
ま
し
た
。一

念
発
起
し
て
起
業
し
た
あ
と
も
山
田
さ
ん

は
と
ま
る
こ
と
な
く
、
雪
関
連
商
品
の
開

発
を
続
け
て
き
た
の
で
す
。 

　
原
子
力
機
構
の
成
果
展
開
事
業
を
知
っ

た
の
は
そ
ん
な
と
き
で
し
た
。
オ
ー
プ
ン
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
て
、
現
在
考
え
て
い
る
技
術

を
相
談
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
伸
び
悩
ん
で
い

た
研
究
が
一
気
に
進
ん
だ
の
で
す
。 

　「
原
子
力
機
構
の
特
許
を
応
用
す
る
こ

と
で
、
路
面
性
状
セ
ン
サ
ー
の
判
定
精
度
を

上
げ
る
突
破
口
が
よ
う
や
く
開
け
ま
し
た
」 

 
 

　
路
面
性
状
セ
ン
サ
ー
は
、
道
路
の
表
面
を

乾
燥
、
湿
潤
（
雨
に
濡
れ
た
状
態
）、
積
雪
、

凍
結
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
分
け
て
、
ど
の
状
態

か
を
測
定
し
ま
す
。
こ
の
セ
ン
サ
ー
は
自
動

制
御
に
よ
っ
て
、
路
面
の
危
険
性
を
判
定

す
る
こ
と
で
、

水
で
溶
か
す

散
水
融
雪
や
、

熱
で
溶
か
す
ロ

ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ

ン
グ
機
能
が
作

動
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ

れ
ま
で
は
道

路
埋
設
型
だ

っ
た
た
め
、
除

雪
車
に
傷
つ
け

ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、い
ず
れ
は
道
路
に
触

れ
る
こ
と
が
な
い
非
接
触
型
の
セ
ン
サ
ー
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

　「
さ
ら
に
、
従
来
の
も
の
は
凍
結
と
湿
潤

の
境
の
よ
う
に
、
微
妙
な
路
面
の
判
断
に

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
セ
ン
サ

ー
は
気
温
と
雪
の
水
分
な
ど
を
感
知
し
て

判
断
す
る
た
め
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
の
に
湿

潤
と
い
う
判
定
が
出
て
無
駄
に
融
雪
装
置

が
作
動
し
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
精
度

80
％
台
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
で
す
」
と
、
山
田
技
研
の
技
術
者
、
平
さ
ん
。 

　
こ
の
判
定
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
使
っ

た
特
許
が
、
機
構
の「
機
器
の
診
断
方
法
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
は
機
器
類
の
異

常
診
断
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
そ
の
動
作
が
正
常

か
異
常
か
を
見
極
め
る
技
術
で
す
。 

　
そ
こ
で
1
年
を
か
け
て
研
究
開
発
を
進
め
、

誤
作
動
の
欠
点
を
改
良
。
判
定
精
度
を
90

％
台
に
上
げ
た
路
面
性
状
セ
ン
サ
ー「
N
E
W

ロ
ー
ド
ア
イ
」を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

　
セ
ン
サ
ー
は
道
路
の
上
に
設
置
し
、
非
接

触
で
端
か
ら
端
ま
で
弧
を
描
く
よ
う
に
ス

キ
ャ
ン
し
ま
す
。
気
温
や
路
面
の
温
度
、
路

面
状
態
や
積
雪
量
な
ど
、
気
象
情

報
と
路
面
情
報
を
同
時
に
把
握
で

き
、
路
面
状
況
は
モ
ニ
タ
ー
画
像
で

目
視
も
可
能
で
す
。 

　「
路
面
状
況
が
明
確
に
な
っ
た
の

で
、
コ
ス
ト
削
減
も
可
能
で
す
ね
。

散
水
融
雪
時
に
使
用
す
る
地
下

水
は
7
割
減
に
な
り
、ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
使
う
電
力
使
用
量
も

4
割
減
。
経
済
性
も
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
の
で
す
」（
山
田
社
長
） 

　
現
在
、
福
井
県
内
に
は
試
作
品

も
含
め
て
約
40
台
、こ
の
ほ
か
東
北

地
方
に
は
高
速
道
路
も
含
め
、
約

1
0
0
台
を
設
置
済
み
で
す
。
ま

た
道
路
管
理
者
限
定
で
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
道
路
状
態
の
配
信

も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　「
将
来
的
に
可
能
性
の
高
い
製
品

な
の
で
、
夢
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は

道
路
管
理
者
に
情
報
を
提
供
し
て
、
効
率

よ
い
除
雪
作
業
が
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

作
り
に
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同

時
に
路
面
情
報
を
一
般
の
方
へ
ネ
ッ
ト
公

開
し
た
り
、
車
両
製
造
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
働

き
か
け
て
カ
ー
ナ
ビ
へ
の
転
換
も
進
め
ら
れ

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
特
許

も
取
っ
て
い
ま
す
の
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

発
表
し
て
、い
ず
れ
は
海
外
に
も
商
品
を

展
開
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」（
山
田
社
長
） 

　
毎
年
、
除
雪
の
た
め
に
膨
大
な
国
費
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
削
減
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
が
こ
の
製
品
に
は
あ
り
ま
す
。
雪

か
ら
生
活
を
守
り
、
雪
を
上
手
に
利
用
し

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
換
え
る
シ
ス
テ
ム
も
開
発

し
て
い
る
山
田
社
長
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
自
然

の
中
に
こ
そ
生
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

路面計測イメージ 
道路脇に設置した場合の計測イメージ。センサーは１分間で回転往
復して、10分ごとに路面をスキャンする。車両と路面の識別も可能。 

受信画像イメージ 
ネット配信したときの受信画像。気温や路面温度、路面状態、積雪量などさまざまな状況が把握できるよう
になっています。センサーで計測された情報を元に、路面状況の連続的な変化をとらえることができます。 

３０
年
前
か
ら
雪
に
関
わ
り
 

 路
面
セ
ン
サ
ー
の
改
良
版
を
自
作
 

降雪強度 

熱量 

気温・路温 

路温 

積雪量 

時系列 現在時刻 

路面状態 

路面性状センサー　原子力機構の特許を応用して開発された、路面性状センサー（写真上部左）。
道路上に設置する非接触型で、路面温度や積雪状況などを正確に判定し、デ
ータを集積する。 

湿潤 
測点1

測点50

測点50

測点1

凍結熱量 降雪熱量 

降雪 

積雪 

積雪部分 

路面露出部分 

路側 

路側 

b点 a点 

計測範囲 



原子力基礎工学研究部門　環境・放射線工学ユニット　 
環境動態研究グループ所属 

安藤 麻里子 
地層処分研究開発部門　地層処分基盤研究開発ユニット 

システム性能研究グループ所属 

加藤 智子 
核融合研究開発部門　先進プラズマ研究開発ユニット 

トカマク実験グループ所属 

吉田 麻衣子 

No. 4　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　No. 4

原子力機構で働く人の数は、現在、約4400人。女性研究者の数は

少ないながらも、精鋭ぞろいです。今回は、各研究部門の第一線で

活躍する3人の研究者と殿塚相談役（前理事長）が、女性の視点か

ら見た研究への思い、将来の展望などについて、対談しました。 

理事長・研究者対談  

世界をリードする最先端研究開発の場で、 

女性研究者たちの今 

中国・成都で開催された第21回
IAEA核融合エネルギー会議での
ポスターセッション（右から3人目） 

研
究
を
通
じ
て
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
。 

そ
こ
で
、
核
融
合
研
究
開
発
の
分
野
を
 

見
つ
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す（
吉
田
）。 

殿
塚
　
一
般
的
に
理
数
系
は
ち
ょ
っ

と
と
い
う
女
性
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
原
子
力
機

構
で
も
ま
だ
ま
だ
女
性
研
究
者
は
少

な
い
状
況
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど
う
し
て

こ
の
道
に
進
ま
れ
た
の
で
す
か
？
 

加
藤
　
高
校
1
年
生
の
前
半
ま
で
は
、

文
系
に
進
も
う
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す

よ
。
理
系
に
進
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た

の
は
、
高
校
の
化
学
の
授
業
で
す
ね
。

授
業
で
や
っ
た
実
験
が
思
い
の
ほ
か

面
白
か
っ
た
ん
で
す
。
炎
の
中
に
さ
ま

ざ
ま
な
金
属
や
塩
類
を
入
れ
る
と
、

ぱ
っ
と
そ
れ
ぞ
れ
特
有
の
色
に
変
わ

る
。
そ
ん
な
反
応
の
様
子
が
と
て
も

き
れ
い
だ
っ
た
し
、
さ
ま
ざ
ま
に
条
件

を
変
え
て
実
験
し
て
い
く
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
ん
で
す
。
将
来
も
こ
う
い
う

仕
事
を
や
っ
て
い
き
た
い
な
と
い
う
思

い
が
強
く
な
っ
て
、
2
年
生
の
と
き
に

理
系
の
進
路
を
選
択
し
ま
し
た
。 

安
藤
　
私
の
場
合
、
も
と
も
と
理
数

系
の
科
目
が
好
き
で
た
く
さ
ん
本
も

読
ん
で
い
ま
し
た
し
、
理
数
系
に
進

む
の
は
自
然
な
流
れ
で
し
た
ね
。 

吉
田
　
私
が
理
数
系
を
好
き
に
な
っ

た
源
は
、
小
学
生
時
代
で
す
ね
。
理

科
の
先
生
が
野
外
観
察
と
称
し
て
、

よ
く
外
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ん

で
す
よ
。
ま
た
、
夏
休
み
の
自
由
研

究
で
面
白
い
実
験
を
し
た
子
が
い
る

と
、
放
課
後
に
、
関
連
す
る
追
加
実

験
を
や
っ
て
見
せ
て
く
れ
る
先
生
も

い
ま
し
た
し
。
そ
れ
で
、
物
を
調
べ
た

り
、
発
見
し
た
り
す
る
楽
し
さ
を
知

っ
た
ん
で
す
。
中
学
生
に
な
っ
て
か
ら

も
、
理
科
は
好
き
で
よ
く
勉
強
し
ま

し
た
。
気
が
つ
い
た
ら
自
然
と
小
学

生
時
代
か
ら
の
憧
れ
だ
っ
た
研
究
者

に
な
っ
て
い
た
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ

う
か
。
と
い
っ
て
も
実
は
私
、
小
学

生
の
と
き
は
「
恐
竜
博
士
」
に
な
り

た
か
っ
た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
今
研
究

し
て
い
る
の
は
生
物
で
は
な
く
物
理

で
す
が
、
調
べ
る
こ
と
が
好
き
と
い
う

基
本
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
変

わ
り
ま
せ
ん
ね
。 

殿
塚
　
研
究
開
発
の
場
と
し
て
原
子

力
機
構
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
？
　ま
た
今
は
、
ど

ん
な
研
究
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。 

加
藤
　
私
は
生
ま
れ
が
浜
岡
（
静
岡

県
）な
ん
で
す
。
生
後
3
カ
月
で
転
居

し
た
の
で
、
私
自
身
の
思
い
出
は
な
い

の
で
す
が
、
父
か
ら
浜
岡
の
こ
と
や

原
子
力
発
電
所
の
こ
と
を
度
々
聞
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
頭
の
ど
こ
か

に
「
浜
岡
」「
原
子
力
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

た
ま
た
ま
進
学
し
た
大
学
に
放
射
化

学
講
座
と
い
う
研
究
室
が
あ
っ
て
、

環
境
放
射
能
の
研
究
を
し
て
い
た
ん

で
す
よ
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
の

後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
し
、

環
境
問
題
が
叫
ば
れ
て
い
た
時
期
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
原
子
力
発
電

所
が
あ
る
と
環
境
中
の
放
射
能
が
ど

う
な
っ
て
い
く
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た

環
境
問
題
に
強
い
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。 

殿
塚
　
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
と
今
の

お
仕
事
と
は
、
か
な
り
関
係
が
深
い

の
か
な
？
 

加
藤
　
そ
う
で
す
ね
。
私
は
今
、
地

層
処
分
研
究
開
発
部
門
で
、
深
い
地

層
に
埋
設
さ
れ
た
放
射
性
廃
棄
物

が
人
間
の
環
境
に
ど
の
よ
う
に
影
響

を
与
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
テ

ー
マ
に
し
て
お
り
ま
す
。
学
ん
で
き
た
こ

と
と
の
関
係
は
非
常
に
深
い
で
す
ね
。 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
、
ガ
ラ
ス

原
料
と
混
ぜ
て
加
熱
・
融
解
し
た
後
、

物
理
的
・
化
学
的
に
安
定
し
た
ガ
ラ

ス
固
化
体
に
さ
れ
、
冷
却
の
た
め
に

30
〜
50
年
間
ぐ
ら
い
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

そ
の
あ
と
処
分
す
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
は
半
減
期
の

長
い
放
射
性
核
種
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
人
間
環
境

に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
宇
宙
空
間
、
海

洋
の
底
、
深
い
地
層
の
中
な
ど
に
処

分
す
る
方
法
が
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
国
際
的
に
見
て
も
、
現
在
も

っ
と
も
合
理
的
で
実
現
の
可
能
性
が

あ
る
処
分
方
法
は
深
い
地
層
に
埋
設

す
る
「
地
層
処
分
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
安
心
し
て
生
活
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
私
た
ち
の
研
究
の

意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

殿
塚
　
安
藤
さ
ん
は
衛
生
工
学
を
専

攻
し
た
の
で
す
よ
ね
。
な
ぜ
こ
の
科

目
を
選
択
し
た
の
で
す
か
？
 

安
藤
　
私
の
出
身
大
学
で
は
、
教
養

を
終
え
て
か
ら
専
門
コ
ー
ス
を
決
め

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ど
の
学
科
で

「
何
が
学
べ
る
の
か
」「
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
の
か
」
を
具
体
的
に
理
解
し

て
選
択
で
き
た
ん
で
す
。
私
は
環
境

問
題
に
関
す
る
研
究
を
や
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
先
輩
か
ら
話
を
聞

き
、
衛
生
工
学
な
ら
そ
れ
が
で
き
る

と
聞
い
て
選
び
ま
し
た
。
衛
生
工
学

は
「
生
命
を
衛
（
ま
も
）
る
た
め
の
工

学
」
で
環
境
汚
染
も
研
究
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
河
川
中

の
汚
染
物
質
の
測
定
な
ど
を
し
て
い

た
ん
で
す
。 

殿
塚
　
安
藤
さ
ん
も
、
大
学
で
の
研

究
と
、
現
在
続
け
て
い
る
研
究
と
の

つ
な
が
り
は
深
い
の
で
す
か
？
 

安
藤
　
衛
生
工
学
科
で
は
、
実
の
と

こ
ろ
放
射
性
物
質
を
扱
う
こ
と
は
全

く
な
か
っ
た
ん
で
す
。
私
が
大
学
に
い

た
こ
ろ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の

後
で
す
し
、
北
海
道
は
泊
原
子
力
発

電
所
の
反
対
運
動
が
あ
っ
て
、
正
直

な
話
、
原
子
力
に
は
あ
ま
り
い
い
イ
メ

ー
ジ
は
な
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
、
本

当
の
と
こ
ろ
は
ど
う
な
の
か
を
知
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た

し
、
新
し
い
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
期
待

を
持
っ
て
原
子
力
機
構
に
入
社
し
ま

し
た
。
環
境
研
究
に
お
い
て
放
射
性

物
質
を
扱
う
技
術
を
得
る
こ
と
で
研

究
手
段
が
広
が
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
ん
で
す
。 

殿
塚
　
実
際
に
原
子
力
機
構
で
研

究
に
携
わ
っ
て
み
て
、
学
生
時
代
の

思
い
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
か
っ
た
？
 

安
藤
　
私
は
今
、
原
子
力
基
礎
工

学
研
究
部
門
　
環
境
・
放
射
線
工
学

ユ
ニ
ッ
ト
で
、
環
境
動
態
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
研
究
こ
そ
、
ま
さ

に
私
が
や
り
た
か
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
。

具
体
的
に
は
、
環
境
中
に
存
在
す
る

核
実
験
を
起
源
と
す
る
放
射
性
炭
 



No. 4　未来へ  げんき… … 未来へ  げんき　No. 4

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
持
っ
た
人
々
が
 

集
ま
る
と
組
織
は
活
性
化
す
る
か
ら
ね
。 

女
性
の
視
点
を
活
か
し
た
 

研
究
に
期
待
し
て
い
ま
す（
殿
塚
）。 韓国語スクールの仲間達との忘年

会（右から3人目） 

分
野
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
相
互
交
流
を
 

広
げ
る
こ
と
で
、
新
し
い
可
能
性
も
 

生
ま
れ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す（
加
藤
）。 

原子力機構空手部  全国大会出場
（前列左から2人目） 

環
境
動
態
研
究
は
、
ま
さ
に
 

私
が
や
り
た
か
っ
た
仕
事
。
 

日
々
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す（
安
藤
）。 

素
Ｃ-

14
を
ト
レ
ー
サ
ー（
物
質
の
移

動
や
変
化
を
追
跡
す
る
た
め
の
目
印
）

と
し
て
利
用
し
、
土
壌
表
面
か
ら
放

出
す
る
C
O
2
の
起
源
や
土
壌
有
機

物
の
分
解
お
よ
び
変
性
過
程
を
解
明

す
る
、
と
い
う
研
究
で
す
。
森
林
は

地
球
温
暖
化
の
主
原
因
と
な
っ
て
い

る
温
暖
化
ガ
ス
C
O
2
の
重
要
な
吸

収
源
で
す
が
、
放
射
性
炭
素
Ｃ-

14

を
使
っ
て
C
O
2
の
動
態
を
調
べ
る
こ

と
で
、
森
林
の
炭
素
保
持
能
力
を
評

価
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。 

殿
塚
　
吉
田
さ
ん
が
物
理
を
選
ば
れ

た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
 

吉
田
　
物
理
に
限
ら
ず
、
調
べ
て
知

る
こ
と
っ
て
何
で
も
楽
し
い
と
思
う

ん
で
す
。
で
も
や
は
り
探
求
プ
ラ
ス
社

会
に
貢
献
が
で
き
る
も
の
を
と
い
う

思
い
か
ら
、
物
質
の
解
明
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
開
発
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
結
果
と
し
て
核
融
合
の
研
究
に

進
み
ま
し
た
。 

　
核
に
関
し
て
は
、
日
本
で
も
不
幸

な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
な
ん

と
い
っ
て
も
ク
リ
ー
ン
で
安
全
で
半
永

久
的
に
活
用
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

で
す
。
こ
れ
を
平
和
的
に
利
用
で
き

た
ら
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
ん
で
す
。 

　
大
学
4
年
生
の
と
き
、
茨
城
県
つ

く
ば
市
で
開
か
れ
た
学
会
で
原
子
力

機
構
の
発
表
を
聞
い
て
、
感
銘
を
受

け
た
の
が
発
端
で
、
実
際
に
実
験
装

置
を
見
学
し
た
り
、
研
究
者
の
方
々

と
話
を
し
て
い
る
間
に
、
ぜ
ひ
、
入
り

た
い
！
と
思
っ
て
い
て
。
今
、
世
界
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
組
織
で
最
先
端
の

研
究
が
で
き
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ

て
い
ま
す
。 

殿
塚
　
ど
ん
な
研
究
を
担
当
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
か
？
 

吉
田
　
核
融
合
研
究
開
発
部
門
で
、

Ｊ
Ｔ-

60（
Ｅ
Ｕ
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
装
置
と
並

ぶ
世
界
最
大
級
の
ト
カ
マ
ク
型
核
融

合
実
験
装
置
）
を
使
っ
た
炉
心
プ
ラ

ズ
マ
研
究
開
発
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

殿
塚
　
核
融
合
は
、
よ
く
「
地
上
に

太
陽
を
作
る
」
と
い
う
言
葉
で
た
と

え
ら
れ
る
け
れ
ど
、
太
陽
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
超
高
温
状
態
を
な
ぜ
何

秒
間
も
作
り
出
せ
る
の
か
、
考
え
て

み
る
と
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。
現
在
、

Ｊ
Ｔ-

60
装
置
で
出
し
た
記
録
が
世

界
一
で
し
ょ
う
。 

吉
田
　
え
え
。
超
高
温
状
態
の
記
録

は
、
約
30
秒
で
す
。
Ｊ
Ｔ-

60
は
炉

心
プ
ラ
ズ
マ
研
究
開
発
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
研
究
を
チ
ー
ム
で
行
な
っ

て
い
ま
し
て
、
私
は
プ
ラ
ズ
マ
の
性
能

を
上
げ
る
実
験
と
計
測
機
器
開
発

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。 

　
プ
ラ
ズ
マ
と
い
う
の
は
目
に
見
え
な

い
も
の
な
の
で
、
ひ
と
口
に
説
明
す
る

の
は
難
し
い
の
で
す
が
、
氷
を
温
め
る

と
水
に
な
っ
て
、
水
を
温
め
る
と
水

蒸
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
水
蒸

気
を
も
っ
と
も
っ
と
温
め
た
状
態
と

い
え
ば
、
一
般
の
方
々
に
も
少
し
は
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。

水
蒸
気
の
段
階
で
は
水
は
分
子
レ
ベ

ル
で
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
超

高
温
状
況
に
な
る
と
、
分
子
は
バ
ラ
バ

ラ
に
電
離
し
、
正
イ
オ
ン
と
電
子
が

混
在
し
て
激
し
く
運
動
し
て
い
る
状

態
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
磁
力
線

な
ど
を
使
い
、
プ
ラ
ズ
マ
の
形
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
く
ん
で
す
。（
道
具
を

使
っ
て
、
プ
ラ
ズ
マ
の
形
を
示
す
） 

　
こ
の
よ
う
に
、
プ
ラ
ズ
マ
を
ぐ
る
ぐ

る
回
転
さ
せ
る
と
、
ち
ょ
う
ど
洗
濯

機
の
中
で
洗
剤
の
泡
が
つ
ぶ
れ
る
よ

う
に
、
プ
ラ
ズ
マ
の
性
能
を
悪
く
し

て
い
る
泡
が
つ
ぶ
れ
、
性
能
が
良
く
な

っ
て
い
く
ん
で
す
よ
。
こ
れ
が
最
近
わ

か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
よ
う
な
手
段
も

活
用
し
な
が
ら
、
い
か
に
性
能
の
良

い
プ
ラ
ズ
マ
を
制
御
し
て
い
く
か
。
そ

れ
が
私
の
所
属
す
る
チ
ー
ム
の
研
究

課
題
で
す
ね
。 

殿
塚
　
女
性
の
少
な
い
職
場
で
す
が
、

困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
 

吉
田
　
職
場
の
方
々
が
気
を
使
っ
て

く
だ
さ
る
の
で
、
居
心
地
よ
く
研
究

に
集
中
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

上
司
も
同
僚
も
平
等
に
厳
し
く
も

あ
り
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

　
女
性
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
、
気
配
り
が
で
き
る
、
と
こ
ろ

だ
と
思
い
ま
す
。
実
験
（
現
場
）
で
も
、

発
表
の
場
で
も
、
そ
の
１
つ
の
目
的
の

た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
考
え
、
周

り
に
配
慮
し
な
が
ら
組
み
立
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際
、

バ
ラ
ン
ス
を
見
て
、
気
を
配
る
こ
と
（
気

が
利
く
、
気
が
つ
く
）
が
上
手
か
な

あ
と
思
い
ま
す
。
私
も
、
そ
ん
な
女

性
に
な
り
た
い
で
す
ね
。 

安
藤
　
男
女
の
違
い
は
特
に
感
じ
ま

せ
ん
ね
。
非
常
に
研
究
し
や
す
い
状

態
で
す
。 

加
藤
　
私
も
女
性
だ
か
ら
困
る
と
い

う
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
入
学

の
際
に
、
伯
父
に
「
将
来
お
母
さ
ん
に

な
る
女
性
と
し
て
、
地
球
に
優
し
い

仕
事
を
し
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
、
そ

れ
が
何
か
を
考
え
つ
つ
進
む
道
を
選

び
、
現
在
に
い
た
り
、
と
て
も
よ
い
環

境
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

殿
塚
　
女
性
が
組
織
の
中
で
研
究
す

る
と
な
る
と
、
周
囲
の
理
解
は
不
可

欠
。
育
児
は
女
性
だ
け
で
で
は
な
く
、

夫
婦
が
と
も
に
協
力
す
べ
き
こ
と
と

は
い
え
、
女
性
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
。
僕
は
、
こ
れ
は
女
性
だ
け
の

喜
び
と
い
う
か
特
権
だ
と
思
う
。
そ

の
た
め
、
女
性
だ
け
が
持
ち
う
る
感

性
な
ど
も
あ
る
と
思
う
。
そ
う
い
っ

た
感
性
を
活
か
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
育
児
休
暇
な
ど
が
と
り
や
す

い
雰
囲
気
作
り
は
大
切
だ
ね
。 

加
藤
　
皆
さ
ん
の
理
解
が
あ
る
職
場

で
す
の
で
、
1
年
間
育
児
休
暇
も
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
無
事

に
復
帰
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

職
場
環
境
は
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
職
場
の
皆
さ
ん
に
非

常
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
に
、
研
究
を
1
年
間
休

ん
だ
ブ
ラ
ン
ク
は
感
じ
ま
し
た
ね
。
復

帰
後
、
し
ば
ら
く
は
追
い
つ
い
て
い
く

の
に
一
生
懸
命
で
し
た
。 

安
藤
　
私
は
子
ど
も
が
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
ま
だ
経
験
は
な
い
の
で
す
が
、

原
子
力
機
構
は
比
較
的
環
境
は
整
っ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

殿
塚
　
と
こ
ろ
で
、
仕
事
が
面
白
い

の
は
も
ち
ろ
ん
だ
け
れ
ど
、
ス
ト
レ
ス

解
消
と
か
気
分
転
換
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
 

加
藤
　
4
年
ほ
ど
前
、
ち
ょ
う
ど
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の

こ
ろ
に
学
会
出
席
の
た
め
、
韓
国
に

行
か
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
韓
国
へ
の
興
味
が

湧
い
て
、
週
に
1
度
、
韓
国
語
を
習

い
に
行
っ
て
い
る
ん
で
す
。
街
の
雰
囲

気
が
と
て
も
良
か
っ
た
ん
で
す
よ
。 

　
あ
と
は
、
平
日
は
な
か
な
か
子
ど

も
と
過
ご
す
時
間
が
無
い
の
で
、
休

日
は
で
き
る
だ
け
家
事
と
子
ど
も
に

専
念
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
の

で
す
が
、
や
は
り
自
分
の
時
間
も
必

要
で
す
。
週
に
1
度
の
自
分
の
時
間

が
い
い
気
分
転
換
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。 

安
藤
　
私
は
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
健
康
を
保
つ
た
め
に
職
場

の
空
手
部
に
入
っ
て
い
ま
す
。
空
手
は

大
学
時
代
に
始
め
て
、
今
二
段
。
精

神
的
に
落
ち
着
け
る
よ
う
に
と
休
日

に
は
お
茶
を
習
っ
て
い
ま
す
し
、
自

宅
の
家
庭
菜
園
で
の
野
菜
作
り
も
さ

さ
や
か
な
楽
し
み
で
す
ね
。 

吉
田
　
私
は
体
を
動
か
す
こ
と
が
好

き
で
、
今
は
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
ま
す
。

週
に
1
度
ス
ク
ー
ル
に
通
い
、
東
海

村
や
水
戸
の
方
な
ど
、
地
元
の
方
々

と
も
テ
ニ
ス
で
交
流
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
お
ら
か
な

方
が
多
く
て
、
私
み
た
い
な
転
入
者

で
も
す
ぐ
溶
け
込
め
る
ん
で
す
よ
ね
。 

殿
塚
　
今
後
自
分
を
含
め
た
女
性

研
究
者
に
期
待
す
る
こ
と
は
？
 

吉
田
　
今
ま
で
研
究
職
と
い
え
ば
男

性
社
会
で
し
た
け
れ
ど
、
研
究
を
深

め
る
に
は
常
に
新
し
い
視
点
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
女
性
の
視
点

は
、
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
核
融
合

分
野
で
は
、
女
性
が
少
な
い
の
で
、

も
っ
と
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。 

安
藤
　
職
場
に
女
性
が
少
な
い
の
で
、

ま
ず
は
も
っ
と
原
子
力
機
構
に
入
っ

て
き
て
欲
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
退

職
せ
ず
に
続
け
て
欲
し
い
。
今
の
原

子
力
機
構
に
は
、
女
性
の
役
職
者
が

少
な
い
で
す
が
、
責
任
あ
る
立
場
に

男
女
両
方
が
い
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

加
藤
　
私
自
身
、
入
社
す
る
と
き
、

先
輩
に
「
職
場
環
境
は
ど
う
で
す
か
、

女
性
が
働
き
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
か
」

っ
て
質
問
責
め
に
し
た
ん
で
す
よ
。
そ

の
先
輩
は
ち
ょ
う
ど
出
産
を
終
え
た

ば
か
り
で
、「
私
も
続
け
て
い
る
し
、

長
く
続
け
て
い
る
先
輩
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
ら
や
っ
て
み
な
い
？
」
と
言
わ

れ
て
。
実
際
そ
の
と
お
り
で
し
た
。 

安
藤
　
研
究
者
と
し
て
、
女
性
だ
か

ら
と
い
う
の
は
、
普
段
ほ
と
ん
ど
意

識
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
女
性
に

と
っ
て
働
き
や
す
い
場
所
な
ん
で
す

よ
ね
。
一
昨
年
は
留
学
も
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て

も
ら
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
制
度
は
今
後
も
続
け
て
欲
し
い

で
す
ね
。 

殿
塚
　
女
性
が
海
外
留
学
す
る
こ

と
は
、
大
変
か
な
と
思
っ
て
い
た
ん
で

す
が
、
そ
う
で
な
く
魅
力
で
す
か
？
 

安
藤
　
え
え
。
留
学
し
た
い
と
い
う

女
性
研
究
者
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
よ
。 

吉
田
　
男
女
を
問
わ
ず
、
多
く
の
研

究
者
に
と
っ
て
思
い
は
同
じ
だ
と
思

い
ま
す
。
や
は
り
生
涯
か
け
て
研
究

を
続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
今
以
上
に

い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
ね
。
次
の
世
代

ま
で
引
き
継
が
れ
る
研
究
と
い
っ
て

は
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
っ
た
長
期
的
な
ス
パ
ン
で
考
え
ら

れ
る
よ
う
な
「
挑
戦
的
」
な
研
究
は
、

難
し
く
も
あ
り
ま
す
が
、
取
り
組
ん

で
い
て
楽
し
い
と
思
い
ま
す
ね
。 

加
藤
　
地
層
処
分
の
分
野
で
は
、
土

木
、
地
質
、
化
学
、
も
ち
ろ
ん
原
子

力
の
人
も
含
め
、
幅
広
い
分
野
の
人
々

が
集
ま
っ
て
研
究
を
行
い
ま
す
。
そ

う
す
る
と
、
他
の
研
究
分
野
で
は
す

で
に
研
究
さ
れ
て
い
た
り
、
情
報
が
蓄

積
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
々

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
も
っ
と

機
構
内
で
の
交
流
を
広
げ
る
こ
と
で
、

新
し
い
可
能
性
も
生
ま
れ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

殿
塚
　
そ
う
だ
ね
。
組
織
を
活
性
化

す
る
大
切
な
要
素
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

能
力
な
り
希
望
な
り
意
欲
な
り
を

持
っ
た
人
々
が
集
ま
る
こ
と
。
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
を
持
っ
た
人
た
ち
が
一

緒
に
仕
事
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
研

究
開
発
の
成
果
に
結
び
つ
く
1
つ
の

大
き
な
要
素
だ
と
思
う
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
女
性
の
研
究
者
に
非
常
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の

方
に
、
原
子
力
機
構
の
研
究
者
と
な

っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 

（
対
談
日

平
成
18
年
11
月
15
日
） 

 



         編集後記 

女性であり、妻であり、母である女性研究者。多くの顔を持ち、輝いた毎日

を過ごされている様子がうかがい知れます。原子力機構では、放射線管理、

量子工学研究、核融合など、実にさまざまな分野で女性研究者、技術者が

業務に取り組んでいますがその数は、まだまだ少数であることが現状。今後

は、より多くの女性研究者がさらに幅広い分野で活躍する魅力ある原子

力機構でありたいと思っています。 

広報誌「未来へげんき」では、原子力機構の業務のほか、原子力エネルギ

ーや放射線の利用など、原子力に関することをより分かりやすい言葉で正

確に、みなさまに提供できるよう、未来に向けて、元気に頑張ってまいります。 
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原
子
力
機
構
の
田
島
俊
樹
関
西

光
科
学
研
究
所
長
が
仁
科
記
念

財
団
か
ら
第
52
回
仁
科
記
念
賞
を

受
賞
し
、
故
 仁
科
芳
雄
博
士
の
誕

生
日
で
あ
る
12
月
6
日
に
授
賞
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
同
賞
は
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か

け
日
本
の
原
子
物
理
学
を
リ
ー
ド

し
た
故
 仁
科
芳
雄
博
士
の
功
績
を

記
念
し
、
原
子
物
理
学
と
そ
の
応

用
に
関
し
、
独
創
的
で
極
め
て
優

秀
な
研
究
成
果
を
収
め
た
、
比
較

的
若
い
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
を

表
彰
す
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
今
回
受
賞
し
た
研
究
課
題
は
、

レ
ー
ザ
ー
を
用
い
た
プ
ラ
ズ
マ
電
子

加
速
の
先
駆
的
研
究
で
す
。 

　
受
賞
を
受
け
て
田
島
関
西
光
科

学
研
究
所
長
は
、「『
レ
ー
ザ
ー
加

速
』と
い
う
新
し
い
領
域
が
多
く
の

方
々
の
努
力
と
知
恵
と
失
敗
を
恐

れ
ぬ
未
踏
の
領
域
へ
の
希
求
で
出

来
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
私

の
過
分
な
受
賞
は
、
こ
う
し
た
領

域
を
作
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
方
々

総
体
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
は
、レ
ー
ザ
ー

技
術
の
飛
躍
的
進
展

や
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し

た
関
西
研
の
誕
生
と
い
っ

た（
当
然
で
す
が
）
予
想

も
し
て
い
な
か
っ
た
い
く

つ
も
の
事
象
が
起
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
こ
う
し

た
研
究
を
推
し
上
げ
く

れ
る
な
ど
、
研
究
発
展

の
醍
醐
味
も
味
わ
せ
て

い
た
だ
け
た
こ
と
は
望

外
の
幸
せ
と
思
っ
て
い
ま

す
。」
と
喜
び
を
語
り
ま

し
た
。 

田
島
俊
樹
関
西
光
科
学
研
究
所
長
が
 

仁
科
記
念
賞
を
受
賞
 

　日本原子力研究開発機構　研究開発拠点一覧 
 
本部 
〒319-1184　茨城県那珂郡東海村村松4番地49 
TEL：029-282-1122（代表） 
 
原子力緊急時支援・研修センター 
〒311-1206　茨城県ひたちなか市西十三奉行11601番13  
TEL：029-265-5111（代表） 
 
東京地区 
東京事務所 
〒100-8577　東京都千代田区内幸町2丁目1番地8号 
TEL：03-3592-2111（代表） 
 
システム計算科学センター 
〒110-0015　東京都台東区東上野6丁目9番地3号　　　 
TEL：03-5246-2505（代表） 
　  
東海研究開発センター 
〒319-1195　茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4 
TEL：029-282-5100（代表） 
 
原子力科学研究所 
〒319-1195　茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4 
TEL：029-282-5100（代表） 
 
核燃料サイクル工学研究所 
〒319-1194　茨城県那珂郡東海村村松4番地33 
TEL：029-282-1111（代表） 
 
Ｊ-ＰＡＲＣセンター 
〒319-1195　茨城県那珂郡東海村白方白根2番地4 
TEL：029-282-5100（代表） 
 
大洗研究開発センター 
〒311-1393　茨城県東茨城郡大洗町成田町4002番 
TEL：029-267-4141（代表） 
 
敦賀地区 
敦賀本部 
〒914-8585　福井県敦賀市木崎65号20番 
TEL：0770‐23‐3021（代表） 
 
高速増殖炉研究開発センター 
〒919-1279　福井県敦賀市白木2丁目1番地 　　　　　 
TEL：0770‐39‐1031（代表） 
 
ふげん廃止措置研究開発センター（仮称）※ 
〒914-8510　福井県敦賀市明神町3番地 
TEL：0770-26-1221（代表） 
 
那珂核融合研究所 
〒311-0193　茨城県那珂市向山801番地1 
TEL：029-270-7213（代表） 
 
高崎量子応用研究所 
〒370-1292　群馬県高崎市綿貫町1233番地 
TEL：027-346-9232（代表） 
 
関西光科学研究所 
木　津 
〒619-0215　京都府相楽郡木津町梅美台８丁目１番  
TEL：0774-71-3000（代表） 
 
播　磨 
〒679-5148 兵庫県佐用郡佐用町光都１丁目１番地１号 
TEL：0791-58-0822（代表） 
 
幌延深地層研究センター 
〒098-3224　北海道天塩郡幌延町北進432番2 
TEL：01632-5-2022（代表） 
 
東濃地科学センター 
〒509-5102　岐阜県土岐市泉町定林寺959番地31 
TEL：0572-53-0211（代表） 
 
瑞浪超深地層研究所 
〒509-6132　岐阜県瑞浪市明世町山野内１番地６４ 
TEL：0572-66-2244（代表） 
 
人形峠環境技術センター 
〒708-0698　岡山県苫田郡鏡野町上齋原1550番地 
TEL：0868-44-2211（代表） 
 
むつ事業所 
〒035‐0022　青森県むつ市大字関根字北関根400番地 
TEL：0175-23-4211（代表） 
 
青森事務所 
〒039-3212　青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字野附1番35 
TEL：0175-45-1240（代表） 

※「新型転換炉ふげん発電所」を廃止措置に係る法手続後に改称予定 

アンケートに多数のご回

答をいただき、ありがとう

ございます。みなさまから

お寄せいただきましたご

意見を一部紹介させてい

ただきます。「未来へ げん

き」編集部では、みなさま

からのご意見を編集に反

映させてまいります。 

●いよいよ、原子力の時代が来たという

　気がします。そのためにも安全性につ

　いては、さらに研究が必要だと思います。

　（福井県　男性） 

●用語の解説があり、わかりやすい。 

　（千葉県　女性） 

●廃棄物の処理についても紹介して

　欲しい。（宮城県　男性） 

※アンケートに記載いただきます個人情報は、 
本件以外には使用いたしません。 

　　　　　  独立行政法人　 
　　　　　 日本原子力研究開発機構　広報部　広報課 
　　　　　　   Japan Atomic Energy Agency(JAEA) 

　　　　　　   〒319-1184茨城県那珂郡東海村村松4番地49 

　　　　　　   電話029-282-1122（代表）　FAX029-282-4934 

 

原子力機構の情報は、インターネットで自由にご覧いただけます。 

インターネットホームページアドレス http://www.jaea.go.jp/

皆さまの「声」を紹介いたします 

●メルマガ配信の募集について 
原子力機構は、メールマガジンにより情報を配信しています。メールマ

ガジンでは、原子力機構の最近のプレス発表、イベント開催の案内など、

情報を随時お知らせいたします。配信を希望される方は、下記ホー

ムページよりお申し込みください。 

Information

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
協
定
等
の
署
名
 

　
11
月
21
日
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
閣
僚
級

会
合
が
パ
リ
の
エ
リ
ゼ
宮（
大
統
領

府
）に
て
開
催
さ
れ
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
協

定
等
に
つ
い
て
署
名
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
席
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ

ク
大
統
領
を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
加

盟
国（
欧
州
、
米
、
日
本
、
中
国
、
韓

国
、露
、
イ
ン
ド
）の
代
表
が
出
席
し
、

日
本
か
ら
は
、文
部
科
学
省
、
在
仏

大
使
館
、
殿
塚
原
子
力
機
構
理
事

長（
当
時
）他
2
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
引
き
続
き
、第
1
回
暫
定

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
協
定
の
暫
定
適
用
の
も
と

で
国
際
事
業
体
「
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
国
際
核

融
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
構（
I
T
E
R

機
構
）」の
活
動
を
開
始
す
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
各

参
加
国
に
お
け
る
批
准
・
承
認
を

経
て
、
2
0
0
7
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
機

構
が
正
式
に
発
足
す
る
予
定
で
す
。 

I TER協定等の署名式に出席した各参
加極代表（published with 
permission of ITER） 

仁科記念賞 授賞式（田島所長左） 

新理事長就任ごあいさつ 

　このたび、1月1日付けをもって、

日本原子力研究開発機構の第2代

理事長を拝命することとなりました。 

　平成 17 年 10月に日本原子力研

究所と核燃料サイクル開発機構を統

合して発足した日本原子力研究開

発機構は、国民の皆様の期待に応え

るべく、原子力に関する研究開発の

国際的中核拠点を目指して、事業

の推進体制を整備してまいりました。 

　「もんじゅ」の運転再開を始めとす

る国家基幹技術である高速増殖炉サイクル実用化研究開発、国際共同

開発で進めるITER計画、世界最先端の量子ビームテクノロジーを結集

するJ-PARC 計画、原子力発電を進める上で必須の高レベル放射性

廃棄物処分技術研究開発、自らの原子力施設の廃止措置など、原子力

機構に課せられたさまざまなミッションに対して十二分の成果で応えられる

よう、安全を最優先に、地元の信頼を得ながら全力を傾注する所存です。 

　引き続き皆様のご指導とご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
独立行政法人　日本原子力研究開発機構 

理事長　岡　俊雄 


